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令和 2 年度予算について 
学校法人駒澤大学の令和 2 年度予算は、令和 2 年 3 月 26 日の理事会・評議員会において承認

されました。 

1. 資金収支予算書 

【収入の部】 

  前年度繰越支払資金を除いた当年度収入は 237 億 5,711 万円となっています。学生生徒等納

付金収入 158 億 3,125 万円（2 億 445 万円増）。手数料収入は、入学検定料収入 8 億 9,600 万円

を含めて 9 億 1,476 万円（2 億 2,940 万円減）。寄付金収入は、教育後援会等の後援団体、KU サ

ポート等からの寄付金で 2 億 1,940 万円（5 万円増）。国や地方公共団体からの補助金収入 21 億

2,674 万円（2 億 9,636 万円増）。付随事業・収益事業収入 4 億 4,230 万円（5,280 万円増）。受取

利息・配当金収入 4,207 万円（1,464 万円減）。私学退職金財団等交付金などの雑収入 6 億 7,902
万円（2 億 803 万円減）。借入金等収入 400 万円（増減なし）。翌年度の収入となる前受金収入 65
億 557 万円（6,759 万円増）。その他の収入・資金収入調整勘定・前年度繰越支払資金を加えた収

入の部合計は 349 億 7,436 万円です。 
 
 【支出の部】 

翌年度繰越支払資金を除いた当年度支出は 249 億 5,855 万円となっています。人件費支出 104
億 6,646 万円（3 億 9,388 万円減）。教育活動・研究活動・学生生活支援などの教育研究経費支出

62 億 5,913 万円（12 億 5,810 万円増）。教育・研究を間接的に支援する管理経費支出 9 億 2,056
万円（2,953 万円減）。借入金等利息支出 2,914 万円（585 万円減）。日本私立学校振興・共済事

業団等へ返済する借入金等返済支出 4 億 309 万円（1,550 万円増）。駒澤大学深沢校舎等空調改修・

更新工事、祖師谷寮・野球場再整備工事、開校 130 周年記念棟（低層棟）建設工事等の施設関係

支出 28 億 1,144 万円（13 億 4,546 万円増）。駒澤大学医療健康科学部ＣＴ装置購入、電話交換シ

ステム更新、その他教育研究に要する実験実習器具等の機器備品や教育図書などの設備関係支出

5 億 6,921 万円（2 億 8,073 万円増）。駒澤大学新図書館棟建設等に伴う第 2 号基本金引当特定資

産への繰入で資産運用支出 33 億円（1 億円減）。予備費 2 億 3,150 万円（増減なし）。その他の支

出・資金支出調整勘定・翌年度繰越支払資金を加えた支出の部合計は 349 億 7,436 万円です。  
 

2. 事業活動収支予算書  

【経常収支】 

①教育活動収支 

 教育活動収支は、本業である教育研究活動を行うための収入・支出です。 
学生生徒等納付金や経常費等補助金などの教育活動収入計 201 億 8,620 万円（1 億 2,019 万円増）

から人件費、教育研究経費、管理経費などの教育活動支出計 192 億 9,313 万円（8 億 4,658 万円

増）を差し引いた教育活動収支差額は、8 億 9,306 万円（7 億 2,639 万円減）の収入超過となっ

ています。 
②教育活動外収支 

教育活動外収支は、受取利息・配当金や借入金等利息のように財務的な活動に伴う収入・支出

です。 
 受取利息・配当金などの教育活動外収入計 4,357 万円（1,464 万円減）から借入金等利息など

の教育活動外支出計 2,914 万円（2,096 万円減）を差し引いた教育活動外収支差額は、1,443 万

円（631 万円増）の収入超過となっています。 
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 以上により、教育活動収支差額と教育活動外収支差額の合計額である経常収支差額は、9 億 749
万円の収入超過となっています。 
 
【特別収支】 

 特別収支は、施設設備に関する寄付金・補助金や資産売却差額・資産処分差額等の臨時的な収

入・支出です。 
 施設設備に関する寄付金・補助金などの特別収入計 2,796 万円（987 万円減）から資産処分差

額の特別支出計 1 億 7,511 万円（8,769 万円増）を差し引いた特別収支差額は、1 億 4,715 万円

（9,757 万円減）の支出超過となっています。 
 
【当年度収支差額】 

 収支ごとの計算から予備費を控除した結果、基本金組入前当年度収支差額は、5 億 2,883 万円

の収入超過となり、ここから基本金組入額 18 億 2,927 万円を控除すると、令和 2 年度の収支差

額は 13 億 44 万円の支出超過となる見込みです。 
 
※（ ）内の増減は前年度予算額との対比 


